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1. はじめに NACSIS-CAT参加まで 
   1985年 4月：学術情報センター（国立情報学研究所） 目録所在情報サービス開始 
   1992年 12月：情報館（ブレインテック社）導入・Jbisc導入 
   2001年 10月：学総目へ参加 
   2002年 9月：Webにより目録公開開始 
   2005年 8月：NACSIS-CATへの登録開始 
 
2. 目録の変遷 
   1967年開学当時より著者、書名､分類目録作成 
   目録：和書：日本目録規則 1987年版  洋書：英米目録規則第 2版 
   分類：日本十進分類法 8版 
 
  手書きのころの目録（情報館導入以前） 
   書名 著者 出版社 出版年 分類番号 著者記号 登録番号 のみ記入 
   ページ数 サイズ 件名 などの記述なし 
 
  情報館導入後もページ数 サイズ など入力せず 
  但し、Jbiscよりダウンロードしたものについてはそのまま入力 
 
  NACSIS-CATに参加することにより目録の見直しを行う 
 
3. 目録の問題点 

1. NACSIS-CATと自館の目録と違い 
・ 著者のとりかた 
   NACSIS-CAT ― マニュアルとおり 
   常盤 ― 基本的に著者しか取らない（監修者、編者は取らない） 
        多数著者の場合最初の執筆者 



・ ふりがな 
NACSIS-CAT － カタカナ 
常盤 ― ヘボン式ローマ字 

2. 出版社名の不統一  
   学習研究社（学研） 中央法規出版（中央法規）など 

  3．最近の利用者の要求に対処できない 
・ 書名、著者、出版社 に関する知識があやふや 
・ イメージによる問い合わせ 赤い表紙の○○の本 
               厚さ○センチくらいの本 等 
・ 教員の著作（部分執筆をしている資料） 
・ デジタル人間の増加 

 
4. 出版事情 

      多数著者資料の増加 
         学際的資料の増加 
 
4．今後の課題 
   目録：書誌情報だけではなく内容情報をどのように入れるか 

雑誌：内容細目（論題、著者）入力 － 各種データベースにより検索可能 
    図書資料：内容細目は全集ものをのぞいて未入力 
   イメージ情報の必要性：神戸市図書館ネットワーク イメージ（表紙の写真）あり 
   利用者と資料を結びつけるための努力  
 
 
付 神戸常盤短期大学の概要 
 
 学科      学生数 
  幼児教育科  175名 
  衛生技術科  243名 
  看護学科   251名 
  健康文化学科 130名 
   合計    799名 


